
 

       
 

第 1 回「学校運営協議会(三校合同会)」開催！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やまがた CS 便り 
 

「学校運営協議会」とは … 

 “コミュニティー・スクール” 

 （略して CS）のことだよ！ 

   新潟市が、令和４年４月から導入。 

  保護者・地域・学校 が一体となって 

    共通の目標・ビジョンを持ち、 

 地域の子どもたちを育むために 

   力を合わせる仕組みだよ！ 

５月２5日（水）、     山潟中学校で、    学区内の 3つの 

小中学校による、初めての「学校運営協議会」が開催

されました。 （※出席者は裏面参照） 

この学校運営協議会（以下 CS）では、地域や保護

者、学校職員の代表が集い、教育ビジョンを練り上げ

たり、様々な課題の解決策を考えたりして、地域の子ど

もの成長を「地域総がかり」で支えていきます。 また、

これまでの「地域に開かれた学校」から、 ３者が連携・

協働を進められる双方向の関係となる「地域とともに

ある学校」を目指します。 

第１回目のこの日は、山潟中・貝塚校長の開会のあ

いさつでスタートし、委員の自己紹介、CSの設置・運

用について確認を行いました。 続いて、会長・副会長

の選出が行われ、満場一致で下記のお二人に務めて

いただくことになりました。 

ご 挨 拶 
 

 新潟市が保護者、地域、学校が一体となって子どもの成長体制を築き「これから

の社会をたくましく生き抜く力の育成」を目指した「地域とともにある学校」づく

りを進める制度、学校運営協議会が、山潟地区では小・中三校合同会として設置さ

れました。 

年間 4 回の会議では、①学校ビジョンの承認 ②学校運営について、校長または

教育長に意見を述べることができる。③個人を特定しない教職員の任用について、

教育委員会に意見を述べることができる。など児童・生徒の健やかな成長を支援す

るように、連携をしていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 
 会 長  

豊嶋 直美 

 副会長  

松田 暢夫 

20 年前、山潟小 130 周年記念としてワールドカップサッカーの歓迎看板「世界が

校区にやって来る！」を公園線に建てたことが昨日のように思い出されます。 

さて本協議会の発足は地域の学校運営への参画、地域と学校のさらなる連携が目的

で、協議会に一定の権限と責任が生ずるとも聞いております。本協議会は今後バージ

ョンアップしていくと思いますが、子ども達の健やかな成長を第一に、地域の学校支

援の方法、いじめ、ネット社会・ギガスクール、豊かな心・確かな学力、部活等々議

論すべき事柄が山積しています。 

私は永く新潟市のまちづくりに携わって来ましたが、現在も鳥屋野潟・スポーツ公

園等の地域活動に関わっています。都市と自然・田園の接点にある素晴らしい環境を

学校運営に活かして頂きたいと思います。子どもたちが地域に誇りを持ち、地域は学

校を誇りに思えるような姿の実現にお手伝いできればと思っています。 

三校（山潟中・山潟小・桜が丘小）合同版 

 



出席者の紹介 【 令和 4年度 山潟中学校区 CS委員 ／ 学校関係者 】 

・豊嶋   直美 （山潟地区コミュニティ協議会 会長） ＜ 学 校 ＞ 

・松田   暢夫 （山潟中学校区青少年育成協議会 会長） 山潟中学校 

 ・田才  すみ子    （山潟地区民生委員児童委員協議会 会長） ・貝塚 敦 校長   ・藤井 章 教頭 

 ・圓山   和子 （山潟地区社会福祉協議会 会長） 山潟小学校 

 ・小山    進  （山潟中学校 令和３・4年度 PTA代表） ・鈴木 勉 校長   ・星山 薫 教頭 

・廣田   幸貴 （山潟小学校 令和３年度 PTA代表） 桜が丘小学校 

 ・河内    仁  （桜が丘小学校 令和２年度 PTA代表） ・田村 篤 校長   ・小林 恵 主幹教諭 

 ・阿部   信也 （元新潟県学校教育用品株式会社 社長）                          以上、14名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校の５時間目に、授業の参観も行われました。 

文部科学省の GIGA スクール構想により、タブレットを用いて 

学習する子どもたちの様子を真剣に見たり、直接、生徒に質問 

したりする委員の姿がありました。 

また、各校の校長から「R４年度学校運営の基本方針」の説 

明があり、委員の間で、取り組みについての質問や提案などの 

意見交換が行われた後、承認されました。 三校それぞれの、ま 

た合同での目標は下記の通りです。 目標が達成されるよう、 

地域、保護者の皆さまには、お力添えいただけますよう、お願いいたします。 

今年度の CS会議は全４回、今後は、7/12、 9/30、 2/22に開催予定です。 様々な角度から、地域の

未来を担う子どもたちのために、また地域の活性化のために、協議を重ねていきます。 

～ 令和４年度 山潟中学校区(三校) ～ 

 共通テーマ  

児童生徒の自己有用感を育む 

 

 

 

 

 目指す児童生徒像  

自分に自信をもつ心豊かな子 
 

山潟中 教育目標 

人の心を大切にする生徒 

山潟小 教育目標 

深く考え    やりぬく子ども 

桜が丘小 教育目標 

やさしく    かしこく    たくましく 

～ この便りは、 CS事務員（各校の地域教育コーディネーター兼務）が作成しています 

「 地域と学校パートナーシップ事業 」 などについても、 お気軽にお問合せ下さい！ ～ 

 

 

 

＊ 山潟中学校    ℡ 286-5369   （後藤 素子 地域教育コーディネーター） 

＊ 山潟小学校    ℡ 286-6796   （山田 真紀              〃                 ） 

＊ 桜が丘小学校  ℡ 286-2955   （中村 知子              〃                 ） 


